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Ⅰ．はじめに 
 
１．技能実習生の賃金実態調査の趣旨 

JITCO では、2003 年度より毎年各種の割増賃金や諸手当等を含む、技能実習生への正確な

支払賃金の総額を把握することを目的に、技能実習生を受け入れている企業に対し、技能実

習生の賃金実態に関する調査を行い、その調査結果を広く公表してきた。 
本年度については、昨年度と同様、「技能実習生の労働条件等に係る自主点検表」を活用し、

2007 年度技能実習生賃金実態調査として取り纏めたものである。 
 
２．調査内容 
   自主点検調査依頼期間内の 2007 年 11 月に、企業が支払った「基本給が最も低い技能実習

生に対する時間外・休日労働手当等の諸手当を含む賃金額及び控除額」を調査した。 
    
３．調査対象企業  
   技能実習生を受け入れている企業、19,467 社に対して調査を実施した。提出期限内に回答

のあった企業数は、14,623 社であった。回答率は、75.1％であった。 
 
４．調査手法 
   「技能実習生の労働条件等に係る自主点検表」の調査のデータのうち、賃金に関する調査

項目の回答を集計した。（参考-1） 
     
5．調査結果の公表 
   JITCO 白書及び JITCO ホームページ等を通して公表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅱ．調査結果 
１． 調査票の回収結果 

2007年度に実施した自主点検調査において、提出期限内に提出のあった14,623社のうち、

賃金支払いの調査項目において有効な回答を得た 14,018 社を対象に分析を行った。 
技能実習生が従事する職種で、技能実習移行対象の 62 職種を「農業関係」、「漁業関係」、

「建設関係」、「食品製造関係」、「繊維・衣服関係」、「機械金属関係」、「溶接関係」、「プラス

チック関係」、「その他」の 9 つの関係職種の分野に区分し調査した。「その他」については、

「家具製造、印刷、製本、塗装、工業包装」の 5 職種である。（参考-2） 
        
  ２．2007 年度技能実習生賃金実態 
  （１）関係職種別受入れ企業数構成について（第 1表） 

     関係職種別の企業数を集計したもので、技能実習生を受け入れている上位 3 関係職種

は、ⅰ）繊維・衣服関係（28.7%）ⅱ）機械・金属関係（21.4%）ⅲ）農業関係（13.2%）

であった。 

（第１表）　関係職種別受入れ企業数構成
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                                      （単位：社） 

関係職種 
繊維・ 

衣服 

機械・ 

金属 
農業

食料品

製造
建設 溶接

プラス

チック
漁業 その他 合計 

受入れ企業数 4,029 3,000 1,855 1,389 1,177 805 773 128 862 14,018 

          

 （２）関係職種別の支払賃金額平均について（第２表） 

   ①支払賃金額平均 

今回の自主点検調査において、各受入れ企業の支払賃金額は､それぞれの事業所の中 
で基本給が最も低い実習生への支払賃金額とした。 
ア 全関係職種の支払賃金額平均は、15.1 万円であり、昨年調査時の 14.2 万円と比

べると 0.9 万円、6.6%の増加となっている。 



 第２表    関係職種別支払賃金額等の平均    （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 関係職種別の支払賃金額平均は、高いものから溶接関係 17.7 万円、機械・金属 

関係 17.4 万円、プラスチック関係 16.9 万円、その他 16.3 万円、建設関係 15.2 

万円、食料品製造関係 14.9 万円、農業関係 13.5 万円、繊維・衣服関係 13.2 万円、 

漁業関係、11.6 万円となっている。 

ウ 昨年度、最低賃金が上昇したことなどの影響により、昨年度の調査と比較する

と、全ての職種（漁業はその他に含め報告）の支払賃金額平均は増加している。 

エ 関係職種別の支払賃金額平均の傾向としては、昨年と同様、第二次産業の関係

職種の支払賃金額平均が、第一次産業の関係職種を上回った。 

 

②控除金額平均  

  控除金額については、税金、保険料等の法定控除額と、宿泊費等のその他の控除額 

に区分して調査した。 

ア 全関係職種の控除金額平均は、3.5 万円となっている。 

イ 関係職種別の控除金額平均は、機械・金属関係とプラスチック関係がほぼ同額 

で約 4万円と最も高く、繊維・衣服関係の 3.1 万円が最も低い額となっている。 

   
    ③手取金額平均  
      手取金額平均は、①支払賃金額平均から②控除金額平均を差し引いたものとした。 

ア 手取金額平均の全関係職種の平均額は、11.6 万円となっている。 
イ 関係職種別の手取金額平均は、溶接関係の 13.9 万円が最も高く、漁業関係が 

8.4 万円と最も低い額となっている。 

 
 

①支払額平均 
関係職種 

  前年度比

②控除額

平均 

③手取額

平均 

溶接 176,656 6.4% 37,758 138,898 

機械・金属 174,037 3.3% 40,354 133,683 

プラスティック 168,787 5.2% 40,304 128,483 

その他 162,671 10.5% 36,744 125,927 

建設 152,207 1.5% 33,866 118,341 

食料品製造 149,248 8.9% 33,363 115,885 

農業 135,410 4.7% 32,896 102,514 

繊維・衣服 131,881 5.4% 31,368 100,513 

漁業 116,289 － 32,320 83,969 

関係職種全体 151,146 6.6% 35,100 116,046 



  （３）関係職種別の支払賃金状況について（第３表） 
     関係職種別の支払賃金額状況を、2 万円の幅で段階的に調査をした。 
第 3 表    関係職種別の賃金支払い状況                  

支払賃金額

昨年
度と
の

増減

22万円以上 93 11.6% 343 11.4% 57 7.4% 64 7.4% 25 0.6% 17 0.9% 47 3.4% 35 3.0% 1 0.8% 682 4.9% 1.8%

20万円から
22万円未満

120 14.9% 326 10.9% 90 11.6% 67 7.8% 39 1.0% 13 0.7% 54 3.9% 49 4.2% 1 0.8% 759 5.4% 2.1%

18万円から
20万円未満

151 18.8% 550 18.3% 115 14.9% 114 13.2% 94 2.3% 47 2.5% 97 7.0% 102 8.7% 5 3.9% 1275 9.1% 2.5%

16万円から
18万円未満

171 21.2% 608 20.3% 166 21.5% 151 17.5% 228 5.7% 150 8.1% 222 16.0% 212 18.0% 5 3.9% 1913 13.6% 2.9%

14万円から
16万円未満

145 18.0% 610 20.3% 196 25.4% 217 25.2% 765 19.0% 416 22.4% 367 26.4% 324 27.5% 8 6.3% 3048 21.7% 2.5%

12万円から
14万円未満

89 11.1% 448 14.9% 109 14.1% 181 21.0% 1550 38.5% 738 39.8% 422 30.4% 348 29.6% 19 14.8% 3904 27.8% -1.3%

10万円から
12万円未満

32 4.0% 113 3.8% 39 5.0% 66 7.7% 1295 32.1% 462 24.9% 175 12.6% 106 9.0% 88 68.8% 2376 16.9% -9.4%

10万円未満 4 0.5% 2 0.1% 1 0.1% 2 0.2% 33 0.8% 12 0.6% 5 0.4% 1 0.1% 1 0.8% 61 0.4% -1.2%

計 805 3000 773 862 4029 1855 1389 1177 128 14018 　

注 左側は受入れ企業数、右側は構成比率を表す。
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①  関係職種別の支払賃金額の最多層を比較してみると、溶接職種が「16 万円から 18
万円未満」と一番高く、その他の関係職種については、上表のとおり、第二次産業

の関係職種が高く、第一次産業の関係職種へと下がっている。 
関係職種全体においては、「12 万円から 14 万円未満」の賃金が、多く支払われて

いる。 
②  さらに、関係職種全体において、昨年度と比較すると、技能実習生への支払賃金

額層は上方へ移行した。特に、「10 万円から 12 万円未満」の範囲の層は大幅に減少

した。 
 

  ３．2007 年度技能実習生賃金実態調査を終えて 
   2003 年度から「技能実習生賃金実態調査」を実施し、技能実習生に支払われる賃金実態に

関する調査を行ってきた。 
今回の調査の特徴としては、最低賃金の引き上げなどが影響して、全ての関係職種におい

て支払賃金額の上昇が見られた。また、溶接、機械・金属・プラスチック等の第二次産業の

関係職種の支払賃金額が、第一次産業よりも高かった。 
 

   【 参考資料 】 
（１）技能実習生の労働条件等に係る自主点検票（第二次受け入れ機関用） （参考-1） 

    （２）関係職種一覧表 （参考-2） 
 

 
 
 
 



（参考－１） 
技能実習生の労働条件等に係わる自主点検表 

（２次受入れ機関用） 

（抜粋） 
 
 下記の「マークシート記入方法」に従い、マークシートに質問事項に対する回答等をご記入の上、同封

の返信用封筒にてマークシートのみご返送ください。 

 
（３）技能実習生への賃金の支払額について、回答してください。 

①先ず初めにマークシートの裏面の表２に、基本給の最も低い技能実習生の 2007 年 11 月の賃金の

支給状況等（１円単位）をご記入ください。 

  （＊）なお、基本給の最も低い技能実習生が複数いる場合は、支給額の最も低い技能実習生につい

てご記入ください。  

 ②次ぎに同表中の「定期的に支給される金額（給与）等」並びに「控除される金額」のそれぞれの合計

額をマークシート表面の【技能実習生】の欄に千円単位でマークしてください（千円未満切り捨て）。 

【技能実習生】 

定期的に支給される金額（給与）等      ○○万○千円 

控除される金額                  ○○万○千円 

《マーク上の注意》 

万の位は右づめで記入し空欄には０（ゼロ）をマークしてください。 

「９万５千円」の場合→「095」とマーク、「10 万円」の場合→「100」とマーク 

 

表２ 

２(３)①[基本給が最も低い技能実習生] 

（２００７年 １１月分） 

定期的に支払われる金額（給与） 控除される金額 

基本給 

（時間・日・月・その他）額           円 

①月あたりの額                 円 

②諸手当（手当名・額） 

ａ．           ・             円 

ｂ．           ・             円 

③割増金額 時間数 

時間外（   時間）              円 

休 日（   時間）              円 

深 夜（   時間）              円 

①税金                     円 

②雇用保険料            円 

③健康保険料            円 

④厚生年金保険料             円 

⑤その他（控除項目・内訳） 

ａ．         ・             円 

ｂ．         ・             円 

ｃ．         ・             円 

ｄ．         ・             円 

ｅ．         ・             円 

(A)合計額（①＋②＋③） 

円

(Ｂ)合計額（①＋②＋③＋④＋⑤） 

円 

 

 



（参考―２） 
関 係 職 種 一 覧 表 

 

番号 関係職種 技能実習作業名 

１ 農業関係（２職種） ・耕種農業 ・畜産農業 

２ 漁業関係（１職種） ・漁船漁業 

３ 建設関係（２１職種） 

・さく井 ・建築板金 ・冷凍空気調和機器施工 ・建具製作 

・建築大工 ・型枠施工 ・鉄筋施工 ・とび ・石材施工 

・タイル張り ・かわらぶき ・左官 ・配管 ・熱絶縁施工 

・内装仕上げ施工 ・サッシ施工 ・防水施工  

・コンクリート圧送施工 ・ウェルポイント施工 ・表装 ・建設機械施工 

４ 食品製造関係（６職種） 

・缶詰巻締 ・食鳥処理加工業 ・加熱性水産加工食品製造業 

・非加熱性水産加工食品製造業 ・水産練り製品製造 

・ハム・ソーセージ・ベーコン製造 

５ 
繊維・衣服関係 

（９職種） 

・紡績運転 ・織布運転 ・染色 ・ニット製品製造 

・婦人子供服製造 ・紳士服製造 ・寝具製作 ・帆布製品製造 

・布はく縫製 

６ 
機械・金属関係 

（１５職種） 

・鋳造 ・鍛造 ・ダイカスト ・機械加工 ・金属プレス加工 

・鉄工 ・工場板金 ・めっき ・アルミニウム陽極酸化処理 

・仕上げ ・機械検査 ・機械保全 ・電子機器組立て 

・電気機器組立て ・プリント配線板製造  

７ 溶接関係（１職種） ・溶接 

８ プラスチック関係（２職種） ・プラスチック成形  ・強化プラスチック成形 

９ その他（５職種） ・家具製造 ・印刷 ・製本 ・塗装 ・工業包装 

 


